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(1) 

本市の人口

(昭和52年1月1日現在〉

人口総数 1 97. 1 35人

男 96. 0 9 1人

女 101. 044人

帯 数 62.827世帯世

i;補正予算主主向性原案事決
盟輯12月定例会

士
肩
書
き
、
十
四
日
か
ら
こ
十
一
言
語
か
れ
、
習
に
前
警
告
の
昭
和
五
十
襲
警
件
量
定
し
、
市
長
か
ら
書
さ
れ
た
甲
府
里
山
川

市

大

規

模

小

売

庖

舗

法

の

山一

農

業

用

水

の

援
要
票
管
一
部
是
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
帯
十
一
存
、
費
舶
与
改
定
を
中
心
に
盛
り
込
ん
だ
-
霊
前
を
は
じ
め
と
す
る
補
正
予
算
軍
九
件
、
喜
鰐
川
川

両

酬

一

確

保

対

策

は

重

量

寝

殿

工

事

の

2
2芸
輔

撃

を

干

在

、

舎

に

い

ず

れ

皇

22mTEし
ま

し

た

・

川

一一

改

正

に

関

す

る

意

見

書

…
一

日

酬

-
間
近
年
、
勝
誠
一
用
水
の
荷
崩
は
華

美
示
質
問
最
後
の
二
十
日
の
本
全
線
に
は
、
環
君
主
1
附
属
需
工
品
の
輯
限
防
止
の
た
め
の
電
量
じ
ん
護
軍
に
必
要
な
補
正
予
算
が
追
加
重
吉
川
川

市

空

白

各

需

に

担

い

て

童

缶

詰

の

襲

撃

が

請

を

川
一

市

剛

一

し

く
、
農
作
物
に
対
す
る
消
毒
用
ホ
が

れ
、
と
れ
事
即
決
し
ま
し
た
.

川川

一川

極
め
、
一
世
間
費
者
も
そ
の
鮮
-
を
受
吋
、
大
き
な
社
合
問
題
に
ま
で
亮

附一

一

剛

山

必
要
だ
が
、
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ

ま
た
、
費
量
と
し
て
は
、
会
期
中
雪
一
吉
の
窓
会
織
に
、
甲
府
市
小
書
警
官
霊
に
関
す
る
議
制
定
に
つ
い
て
が
脅
さ
れ
ま
し
た
が
、
豊
中
継
…
…

市

穫

し

て

い

る

の

が

現

況

で

あ

り

ま

す

。

?

。

そ

乙

で

、

一

定

里

民

し

ポ

1

撃
と
し
、
さ
ら
に
票
日
に
は
大
規
模
鉛
重
量
に
関
す
る

Eの
富

岳

決

め

ま

し

た

・

山

一山

甲
府
市
長
い
て
も
、
警
デ
パ
ー
ト
と
大
型
ス
ー
パ
ー
の
章
、
よ
了
長
官
、
安
産
し
た
ら

な
お
、
五
十
一
年
七
月
よ
り
欠
付
て
い
た
器
産
書
す
る
霊
童
に
土
屋

m費
量
せ
ん
を
担
め
、
九
日
間
に
わ
た
る
盛
期
骨
閉
じ
ま
し
た
・
口

一一

れ
に
加
え
て
最
近
は
、
中
盤
ス
ー
パ
ー
が
閉
内
皇
軍
所
に
進
出
し
、

川一
ど
う
℃

一

一

る

が

、

袈

は

そ

の

内

容

に

あ

る

と

曙

品

監

も

童

福

完

な

い

護

軍

で

す

な

ど

し

て

、

君

出

居

喜

一

?

重

要

は

、

面

禁

高

-

t

i

p

-

o

:

一

教

育

施

設

の

す

・

『

阪

毒

事

は

ま

す

ま

す

エ

ス

カ

レ

ー
ト
し
て
す
、
自
の
咽
入
零
細
汁
…
一止
す
る
た
め
に
露
を
コ
ン
ク
D
lト

一

投

巽

司

乃

司

容

一

充

実

に

努

力

一

帯

で

は

、

言

ア

ノ

テ

毛

布

官

、

重

装

り

立

た

ず
転
警
護
に
阻
面
し
て
い
る
の
が
点
一
雪
し
、
芝
、
自
治
会
専
に
協
力
し

一

-
H
E
F
t
じ

F
2
一
間

蓄

の

一

撃

計
に
占
め
る
設
す
置
を
図
る
べ
く
、
す
で
に
ゑ
閣
で
あ
り
ま
す
・
ま
た
、
こ
れ
ら
の
出
室
長
競
争
に
よ
っ
て
、

J
一
て
色
っ
て
、
草
木
容
を
円

一
胃
曹
の
額
が
他
都
市
に
防
較
し
て
低
い
ず
閉
祉
協
雲
暑
中
心
と
し
て
、
そ
の
尋
の
厳
重
響
、
青
少
年

Z
Z等
社
会
的
な
幣
警
生
ず
る
と
と
が

f
一

Zど
し
て
確
保
し
て
い
き
た
い
。

一
般
簡
は
、
十
一
頁
十
六
十
七
日
及
び
二
古
の
=
百
に
わ
た
り
、

一が
置
は
ど
乙
に
あ
る
と
曙
え
る
か
・
豆
進
本
聖
書
し
、
軍
側
室
弘
警
れ
、
極
的
て
覇
な
状
況
に
あ
り
ま
す
・

川一

土
屋
也
(
白
馬
党
)
、
骨
量
(
社
会
党
)
、
早
川
面
(
公
壁

、

一
箸
需
の
著
書
長
ス
酬
は
、
?
い
る
が
、
と
の
事
に
は
、
義
的
市

よ
っ
て
、
需
望
は
、
秩
序
あ
る
小
喜
善
慰
霊
と
閉
民
生

一
一

防

災

対

策

の

武
川
喜
(
共
産
党
)
、
内
譲
二
思
芝
の
震
が
各
党
派
を
代
表
一
重
重
聞
の
遣
で
は
毎
年
二
宣
告
号
車
仕
事
で
あ
主
い
う
特
宮
皇
室
図
る
た
め
、
需
の
「
大
規
模
小
書
締
法
」
(
通
称
石
川
一

万

全

を

図

れ

し
て
、
中
小
金
事
、
壁
、
教
話
事
章
心
に
汚
売
な
商
戦
を
冨
増
加
し
、
昭
和
主
十
一
年
度

2-警
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
曙
仕
の
摘
一川

千
五
百
早
葉
以
下
の
皇
居
に
も
適
用
で
き
ょ
う
、
霊
長
改
正

…一

問

書

で

の

産
主

め

た

堅

商
量
し
た
・
そ
の
室
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一軍
算
で
は
約
一
平
四
億
と
な
っ
て
い

-T蓄
の
行
動
が
そ
の
原
点
で
な
吋
一

2
2れ
を
と
童
会
事
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
山
子
繁
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

財
政
安
定
で
大
規

一
る
の
で
、
五
十
二
益
予
算
の
黒
が
一
る
-
A口
問
襲
の
地
需
と
の
量
一
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
、

cう
し
た
市
一
…

重
喜
重
第
九
十
九
条
第
一
環
の
規
定
に
よ
り
意
見
曹
を
置
す

…一

答

書
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
か

一
大
著
か
ら
法
警
に
示
さ
れ
た
時
点
一
で
は
と
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
乙
一
言
動
を
害
、
貴
重
い
、

f
t
.

剛
一ら
防
在
取
り
組
み
、
市
内
福
留

模
事
業
の
推
進
を

一
で
な
い
と
霊
長
で
あ
る
e

従
っ
一
れ
謀
議

E
a
3
7い
た
わ
り
、
安
を
は
げ
ま
高
間
町
昭
和
主
十
一
年
十
二
月
一
一
十
一
百
甲
府
市
強
会

一一

Zじ
め

霊

の

室

、

会

問

甲
府
刑
務
所
の
震
は
、
室
て
五
十
二
年
の
早
品
開
に
評
価
額
が
一る
の
で
、
す
で
量
定
し
て
あ
る
重
工
天
皇
院
の
芸
書
う

E
而
関
陣
各
大
匡
あ
て

山
一生
な
ど
も
奏
、
そ
の
た
め
の
防
災
稽

富
裏
方
式
で
行
わ
れ
る
干
定
で
あ
一
翼
完
る
聞
き
で
あ
る
が
、
ま
だ
吾
首
長
づ
き
斬
眼
差
一
校
、
下
重
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
十

2FEz--呈吾
妻

-izgZE--
重喜一

SEiz--ZEB--Z↑

i

z

E

E

L

-
z酌体誌制を革畳警三元毛えそてき宅てい
2る@

り
、
現
刑
務
所
と
震
予
定
制
の
翌
一
評
顧
が
定
ま
ら
な
い
の
で
在
に
つ
一プ
レ
ハ
ブ
桂
舎
の
解
消
な
ど
慎
重
書
し
た
上
で
、
曙
え
て
い
き
た
い
。

一的
に
は
、
協
力
毒
ら
れ
る
滞
在
霊
京
口
置
金
の
同
習
を
照
る
た
め
、

一
主
は
、
避
票
所
や
そ
こ
に
雪

内
の
土
叩
評
価
制
写
言
葉
が
あ
一
い
て
云

k
Z
Eは
避
吋
た
い
.
一
の
棄
を
図
っ
て
い
く
主
で
あ
る
。
一
訪
問
看
護
制
度
を

一型
車
し
を
汗
っ
て
い
る
最
中
で
あ
一貸
付
限
喜
重
十
万
円
か
ら
二
百
万
言
な
ど
の
君
に
ま
だ
末
十
骨
の
面

っ
た
雲
、
市
財
政
の
詰
高
大
さ
一
ま
た
、
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
葉
ヱ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

一

積

極

的

に

推

進

一る

・

市

に

引

上

げ

貸

付

期

間

に

つ

い

て

も

延

7
あ
る
の
で
、
義
需
へ
の
塁
歪

せ
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
富
一
つ
い
て
は
、
財
源
を
雪
た
め
に
は
国
一

活

動

を

推

進

一

一
芸
、
附
間
基
に
協
力
者
ら
れ
ー
を
行
っ
た
。

一語
と
そ
の

E、
街

構

造

量

霊
思
量
し
は
・
ま
た
、
刑
務
所
一言
の
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
あ

一

一

間

断
問
霊
制
度
確
立
を
め
ざ
之

-Z嗣
の
砲
票
差
で
あ
る
が
、

一
芝

1・1111・IIIIIIJ/IIII・1111111111111・11111
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甲府市小売商業活動の
(議員提案)は継続

調整に関する条例制定
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破

砕

機

導

入

で

勝

一

。

十

一

一

月

定

例

会

。

7
-一E剛
司

一

会

期

を

一

日

延

長

い
勝

一

一

請

願

重

審

議

一
刊

一

採

択

さ

れ

た

も

の

一

不

採

択

に

な

っ

た

も

の

一

一

一

一

採

択
さ
れ
た
も
の

一

【

惜

務

察

員

会

】

一

【

惜

務

署

員

会

】

一

十
五
臨
時
金
、
料
大
と
み
量
施
建
設
工
事
番
号
の
哲
契
約
輔
結
に
つ
い
て
な
ど
三
季
語
。
撃
陣
に
、
諸
島
胃

・
警
の
一

o襲
、

書

籍

量

の

霊

(

甲

一

【
義
宣

告

】

車
と
し
て
、
十
一
月
十
一
日
に
聞
か
れ
き
二
日
間
主
し
た
が
会
員
会
警
の
中
で
、
空
襲
警
一
号
施
設
署
員
官
幼
児
笠
宮
署
一
、

5
2・上一
O
術

霊

言

語

雲

立

主

要
契
約
締
結
に
つ
い
て
は
、
反
革
動
員
し
て
い
る
楠
元
首
帯
主

5
5
2、
さ

ら

に

一

を

保

護

す

る

為

の

圏

雲

の

制

定

・

国

一

回

利

正

)

一

章

裏

金

・

川
上
質
問
)

一
宮
べ
き
だ
と
し
て
、
盛
期
を
百
重
し
、
霊
に
審
問
し
た
桔
果
、
い
ず
れ
も
市
護
憲
原
案
ど
お
り
可
決
一
要
約
締
結
促
進
に
関
す
る
議
皇
一

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

し
て
、
=
百
聞
の
臨
雲
高
じ
ま
し
た
。
民
生
室
長
報
告
の
聖
誌
の
と
お
り
で
す
。
一
賢
覆
重
要
員
一
室
長
・
軍
一
世
霊
審
査
す
る
も
の

一

一

一

一

【惜
務
境
員
会】

一

l

i

l

i

-

-

一
で
あ
り
ま
す
。

F
3回答
に
つ
い
て

義

一

巻

一

塁

経

署

員

会

亘

書

喜

塁

、

ま

胎

一

民

生

委

員

長

一
と
こ
宗
、
当
局
審
理
君
主
認
を
も
っ
て
送
付
し
て
い
く
と
共
に
、
十

【砲

撃

要

員

会

一

0
「
商
響
詩
妻
例
」
の
制
定
一
回
(
甲
府
聖
書
書
館
協
際
金
次
長

崎

一

報

告

の

概

要

一
刀
に
も
拘
ら
ず
、
残
念
な
こ
と
で
は
あ
一
全
日
ま
で
合
意
毒
ら
れ
な
か
っ
た
原
言
語
入
(
甲
府

m
E寄
喜
一
(
い
ち
ゃ
高
直
止
条
例
制
定
促
進
一
・
内
署
長
か
)

日

一
B
i
l
l
i
-
-
-
ー
・

一り
ま
す
が
、
い
ま
だ
一
部
住
照
の
理
解
一
因
暴
く
反
省
し
、
主
は
遺
憾
の
な
一全

長

・

笹

本

喜

ほ

か

)

↑

速

絡

会

代

表

・

古

書

昭

)

一

制

一
滞
空
二
回
ザ
君
約
の
締
結
一
が
十
件
に
揺
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
一
い
よ
う
に
認
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

O
豪
語
調
妻
例
制
定
帯
(
一
環
一

o詰
推
活
動
規
制
条
例
等
制
定
反
一
継
続
審
査
す
る
も
の

措
一
(
組
否
憲
章
建
設
工
事
)
に
一
あ
り
ま
す
。
査
会
と
し
て
は
、
乙
の
よ
一

が

君

主

ま

し

た

。

一

Z)(用
聖

書

室

器

主

主

要

界
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
山
梨
県
同
友
一
怒
芸
員
会
】

す

一
つ
い
て
は
、
山
宵
荷
捌
工
泌
が
体
止
さ
一
う
な
状
況
は
誠
に
選
憾
で
は
あ
り
ま
す
一
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
靖
員
会
を
辺
巳
一準
備
会
沼
田
商
栄
会
々
長
・
手
塚
哲
一
会
々
琵
・
塚
原
由
実
ほ
か
)
一

O
定
時
制
・
通
信
制
教
育
按
閣
の
た
め

陪

一れ
て
以
来
一
年
室
経
過
す
る
昔
、
一
が
、
主
主
、
工
事
主
ま
で
に
由
一
て
当
局
に
霊
致
し
て
き
ま
し
た
霊
一意
か
)

一O
か
亮
霊
再
出
動
の
調
整
に
関
す
る
規
一
の
事
帯
(
甲
府
工
護
校
E
-
T
-

uu
一
市
民
全
茸
悼
の
語
環
境
の
需
上
、
末
一
誠
住
民
の
合
意
壱
得
る
た
め
の
一
最
大
の
一
術
へ
の
語
、
笥
収
集
体
制
の
確
一O
小
再
一
尊
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咽
一
燃
物
処
理
主
建
設
の
必
要
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は
強
く
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努
力
を
な
お
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ね
て
い
く
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と
喜
一
立
、
公
害
防
止
の
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点
に
つ
い
て
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法
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見
密
提
出
会
漬
の
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動
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め
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梨
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融
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梨
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商
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配
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あ
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岩
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別
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時
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た
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5い草
子
感
が
あ
る
の
で
、
富
以
降
は
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母
負
担
の
隆
警
と
し
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長
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一
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損
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西
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ぃ
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一
て
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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1
ム
を
つ
く

一
っ
て
検
討
中
で
あ
る
。
し
か
し
と
の
間

一砲
は
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既
存
の
ゆ
開
韓
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に
及
ぼ
す
影

一審
も
大
で
あ
る
の
で
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必
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の
時

十
二
月
定
例
会
本
会
搬
に
お
い
て
、
各
常
任
護
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会
に
付
託
さ
れ
た
実
件
に
つ
昔
、
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十
一
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に
そ
れ
ぞ
れ
署
員

一聞
を
か
吋
解
決
策
を
唱
え
る
と
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う
こ

金
を
開
昔
、
密
費
し
た
結
果
い
ず
れ
も
限
唱
の
と
お
り
可
視
し
ま
し
た
。
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で
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れ
な
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局
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定
例
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の
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て
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動
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に
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例
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葉
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な
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さ
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